
2024年 3月 2日 

高槻市立自然博物館 あくあぴあ芥川 

〒569-1042 大阪府高槻市南平台 5丁目 59番 1号 

TEL:072-692-5041 FAX:072-692-7864 

（担当：高田） 

 

企画展「楽器の生き物たち」を開催します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催期間：2024年 3 月 2 日（土）～5 月 19日（日）】 

 楽器といえば、思い浮かぶのはなんでしょうか？太鼓、バイオリン、ピアノ・・・、では、その

楽器が、どんな素材（生き物）から作られているのだろう？と思われたことはありますか。楽器に

使われている動植物の素材は、木、竹、角、皮などいろいろあります。 

この展示では、楽器に使われている動植物、例えばバイオリンの弓の馬の毛、艶出しのラックカイ

ガラムシ、三味線の皮など素材の生き物に着目し、楽器がどんな生き物から作られているのかを、

分かりやすく解説パネルや写真、標本などで紹介しています。特に雅楽のヨシ、楽器のいろいろな

木、三味線の皮について詳しく解説しています。併せて、ふだん目にすることの少ない“（笙）し

ょう”“（篳篥）ひちりき”などの楽器の実物も展示しました。生き物がどこに使われているか実感

できると思います。 

 



【ヨーロッパの楽器】 

ヨーロッパでは、キリスト教会で祈りの歌が歌われ、教会の外では、はやりの歌が歌われていま

した。教会の音楽は、次第に貴族の社交場の音楽となり、オーケストラやオペラなど、さまざまに

発展していきました。 

実物の楽器はバイオリン、ギター、タンバリン。ピアノは写真です。使われている生き物がわか

るよう、写真・イラストをつけています。チェロの弓用の馬のシッポ、表面のツヤ出しのためのシ

ェラックは実物を展示しました。シェラックはラックカイガラムシというカメムシの仲間の昆虫の

分泌物を精製したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雅楽】 

雅楽は 5 世紀から 9 世紀に遣唐使によって伝えられ、1200 年以上もの間途切れることなく演奏

され続けてきた音楽です。当時は「雅楽寮(うたまいのつかさ)」、現在は「宮内庁式部職楽部」に

所属する国家公務員によって、国の儀式の際に演奏されています。 

実物としては、篳篥（ひちりき）、笙（しょう）、龍笛（りゅうてき）。その他の雅楽の楽器は写

真です。篳篥の蘆舌（ろぜつ）（吹き口のリードのこと）には、高槻市南東部の淀川の河原に広が

る鵜殿のヨシが使われています。篳篥用に収穫されたヨシの実物を展示しました。この長いヨシの

下から二節目、三節目のみが使用されます。最近では河原の植生が変化し、このような長いヨシが

採れなくなってきたため、2022 年からは雅楽協議会が中心となり、ヨシに絡みつくツル植物の駆

除を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【三味線】 

三味線のルーツは、中国の三弦(さんしぇん)→琉球（沖縄）の三線(さんしん)（蛇皮線(じゃび

せん)）→九州以北の三味線、といわれています。三味線が伝わった当時、雅楽は宮廷・神社仏閣、

能は武家、祭りは一般庶民と、人々の階級によって扱ってよい音楽、楽器は区別されていました。

そこへ新しく伝わった三味線は庶民に大流行し、急速に広がったようです。 

実物としては、三味線、三線（蛇皮線）を展示し、使われている象牙・カシの木の撥（ばち）、

スイギュウの角から作った爪、三味線の皮などを展示しました。三味線の皮は本番用にはネコ、練

習用にはイヌが使われますが、動物愛護の観点から新しい皮が手に入らなくなったので、新素材と

してカンガルーの皮や合成皮革が試されています。この 4枚の皮は触って厚さや硬さを確かめてい

ただけるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【和太鼓】 

太鼓の歴史は古く、世界中に多くの種類があります。日本での太鼓の歴史は紀元前 500年頃に遡

ります。木のバチでたたくものを太鼓、手でたたくものを鼓(つづみ)と呼びます。音楽のリズム部

分を担当する楽器のため、雅楽、能、浄瑠璃など、ほとんどの音楽に太鼓は使われます。 

いわゆる「和太鼓」は、第二次大戦後に多数の太鼓だけで演奏するスタイルが考案されました。

1970 年代以降にプロの和太鼓グループが流行したことから、全国各地に多数のアマチュアグルー

プが誕生しました。今では海外公演も行われ、世界中に知られる音楽となりました。 

実物展示としては長胴太鼓を展示してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【カスタネット】 

群馬県みなかみ町北部では、赤谷(あかや)地区の国有林を再生し、生物多様性の復元と持続的な

地域づくりを進める「赤谷プロジェクト」という取り組みが進められていました。また、みなかみ

町は小学校の赤と青のカスタネット発祥の地で、戦後すぐの教育用の楽器としてカスタネットは日

本中に広まりました。しかし、児童一人に一つだったカスタネットが学校の備品となって販売数が

減ったこと、ヤマザクラやブナといった木材が入手困難になり 2013 年にカスタネットづくりを中

断していました。赤谷プロジェクトのメンバーが「広葉樹の間伐材が販売できれば、豊かな森の水

源を育む「赤谷の森」の保全につながる」と、カスタネットづくりを工場に依頼。2015 年に新し

い広葉樹林業として「森のカスタネット」が再開されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【隠れてる生き物はなにかな？】 

楽器にはさまざまな生き物がかくれています。どんな生き物がかくれているかな？楽器の横に張

られた木枠に、生き物のパネルをはめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

【展示数】 

  実物の楽器 9点 

  楽器の素材 7点  

パネル 28点 

  写真・イラスト 65点 

  ハンズオン展示 4種 



【主催】 

高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川） 

【展示協力】 

大阪府立大冠高校、雅楽協議会、公益財団法人 日本自然保護協会、公益財団法人 浜松市文化

振興財団 浜松市楽器博物館、ヤマハ株式会社 

 

高槻市立自然博物館 あくあぴあ芥川 基本情報 

○名称 高槻市立自然博物館 あくあぴあ芥川（2015年 4月 1日より名称変更しました） 

○開館時間 10:00～17:00 

○入館料 無料 

○休館日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日に休館） 

○駐車場 芥川緑地駐車場 8：00～18:30（6月～9月は 19：30まで 

1時間 100円（1日最大 400円） 

○交通 電車 JR 高槻駅 北５番のりば「関西大学」「平安女学院東」行き 乗車約 15 分「南平台小

学校前」下車すぐ 

○所在地 〒569-1042 大阪府高槻市南平台 5-59-1 

○電話  072-692-5041 

○FAX  072-692-7864 

○ホームページ 

     https://www.city.takatsuki.osaka.jp/soshiki/66/4905.html 

○ブログ https://aquapia-akutagawa.blog.jp/  

○E-mail info@aquapia.net 

○指定管理者 あくあぴあ芥川共同活動体（NPO法人芥川倶楽部、認定特定非営利活動法人大阪自

然史センター） 

 

 

 

 

 

 

 


